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NIAESトピックス

農環研の研究成果が農林水産研究10大トピックスに
報　告

2009年12月17日、農林水産省農林水産技術会議事

務局から「2009年農林水産研究成果10大トピックス」

が発表され、農環研の研究成果「カドミウム高吸収イネ

品種によるカドミウム汚染水田の浄化技術（ファイトレメ

ディエーション）を開発 −新たな低コスト土壌浄化対策

技術として期待−」が第7位に選出されました。

この成果は、農環研が山形県農業総合研究センター、

新潟県農業総合研究所、福岡県農業総合試験場、秋田

県農林水産技術センター、三菱化学株式会社とともに、

カドミウム高吸収イネ品種を用いたカドミウム汚染水田

の浄化技術（ファイトレメディエーション）を開発したも

のです。カドミウムをよく吸収するイネを「早期落水栽培

法」で2〜3作栽培することにより、汚染土壌中のカド

ミウム濃度を20〜 40％低減できます。費用は一般的な

客土工法の7分の1程度で、低コストな土壌浄化法とし

て期待されます。［前号の農環研ニュースNo.85を参照］

「2009年農林水産研究成果10大トピックス」は、農

業技術クラブ（農業関係専門紙・誌など29社加盟）の

協力により、この1年間に報道された農林水産研究の成

果から、研究開発の内容に優れ、社会的関心が高いと

考えられる成果10件を選定したものです。

（広報情報室　広報グループ）

NIAESトピックス

佐々木農林水産大臣政務官が農環研をご視察
報　告

2009年12月14

日、佐 木々隆博農林

水産大臣政務官が

農業環境技術研究

所を訪問されまし

た。今回のご訪問は、

政務三役による筑

波農林研究団地ご

視察の一環であり、佐々木大臣政務官は、当所の前後に

農業生物資源研究所、種苗管理センターを訪問されてい

ます。来賓室にて、佐藤理事長より研究所の概要をご説

明した後、西尾土壌環境研究領域長より、カドミウム汚染

土壌対策研究の成果をご紹介しました。次に、地球温暖

化の原因となっているメタンや亜酸化窒素ガスを長年測

定している施設（温室効果ガス発生制御施設）へ移動後、

谷山研究コーディネータと八木上席研究員より、温暖化

対策研究についてご説明しました。さらに、農業環境イン

ベントリー展示館にて、谷山研究コーディネータより、土

壌モノリス（樹脂で固定した土壌断面標本）をご紹介しま

した。佐々木大臣政務官は、研究成果の詳細についてご

質問をされるなど、たいへん熱心にお聞きになられました。

（企画戦略室長　井手 任）

NIAESトピックス

シンポジウム「農業に有用な生物多様性の指標開発」
報　告

農林水産省プロジェクト研究「農業に有用な生物多様

性の指標及び評価手法の開発」では、環境保全型農業

やIPM（総合的病害虫・雑草管理）など、生物多様性に

配慮した施策の効果を定量的に把握し、しかも農業現場

で利用するための分かりやすい生物指標の開発を進めて

います。そこで、これら指標生物やその評価手法に対する

理解を深めていただくために、2009年11月18日、ベル

サール九段（東京都千代田区）において標記のシンポジ

ウムが開催されました。前半の講演の部では、EU（欧州

連合）の農業環境政策に関する基調講演、プロジェクト

研究の概要および取り組み事例の紹介が行われた後、後

半のポスター発表

では、現時点におけ

る指標候補種の標

本や開発中のトラッ

プなどの実物展示

が行われ、参加者

間で活発な意見交

換が行われました。

参加者数はプロジェクト関係者、行政担当者、大学関係、

マスコミ関係、民間団体・市民など、合計206名でした。

（生物多様性研究領域長　安田 耕司）
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